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	２４６　ニトログリセリン②（産婦人科６）
	ミリスロール注１ｍｇ／２ｍＬ、バソレーター注１ｍｇ、ニトログリセリン注１ｍｇ／２ｍＬ「ＨＫ」、ミオコール静注１ｍｇ
	原則として「ニトログリセリン【注射薬】」を「分娩時の緊急子宮弛緩」を目的とする治療として、1回60～90μg、最大100μgを緩徐に静脈内に投与した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様であり、妥当と推定される。
	○　その他参考資料等
	産婦人科診療ガイドライン産科編2011（日本産科婦人科学会/日本産婦人科医会）

